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学 位 論 文 題 目 

噴火湾における底生魚類の生息環境に関する研究 

 

【目的】 

北海道噴火湾では，1980 年代には湾内泥質域にベントスが高密度に分布していた。しか

し，1995 年から 1997 年に津軽暖流水の流入の遅れと累積的な有機物の堆積により，海盆

部の広い範囲で貧酸素水（2 ml/l 未満）が発生した。また，2007 年以降も 2 ml/l 前後の水

塊が 8～9 月に発生しており，ベントスや底生魚類の豊度や群集構造に影響を及ぼしている

可能性が高い。そこで本研究は，噴火湾内での貧酸素水の発生がマクロベントスの分布密

度に及ぼす影響，貧酸素水と異体類のヒレグロおよびアカガレイの摂餌強度・成長・栄養

状態の関係，貧酸素水と底生魚類群集の密度・生物量の経年的な関係を明らかにした。さ

らに，富栄養化した環境下で底生魚類を持続的に利用する方法を検討した。 
【材料と方法】 

調査は 1985～2013 年に北海道大学水産学部附属練習船うしお丸を用いて行った。水温

は CTD により，溶存酸素濃度は Winkler 法により測定し，強熱減量値は底泥の加熱前後の

重量比として求めた。マクロベントスを捕食するヒレグロ，メガロベントスを捕食するア

カガレイおよびその他の底生魚類は，オッター・トロール網の着底曳きにより採集した。

マクロベントスは，Smith-McIntyre 型採泥器により採集した。メガロベントスはソリネッ

トにより採集した。マクロベントスは寿命が 1 年以上の長命種，寿命が 1 年未満の短命種，

寿命が約 1 年で汚濁指標種であるシダレイトゴカイの 3 種類に区分して解析した。採集し

たヒレグロとアカガレイは生物学的測定と胃内容物解析（同定・計数・計測）に供した。

湾内に稀に出現する種や季節的に分布する種を除いた常住性の底生魚種の全 27 種と環境

パラメータを用いて，正準対応分析および重回帰分析を行った。 
【結果と考察】 

2007～2010 年の噴火湾海盆部は，< 2 ml/l の貧酸素水塊が発生し，強熱減量値は 12%を



超える高い値を記録したことから，底質汚濁が進行した「無生物域直前」の状態と判断さ

れた。これは，津軽暖流水の流入の遅れによる低溶存酸素の長期化，と有機物の堆積量の

増加によるものと考えられた。それに伴い，マクロベントス密度は低下していた。また，

マクロベントス密度の長期的な変動パターンは寿命の長短など，その種の生活史特性によ

って異なり，長命種とシダレイトゴカイの密度は低下したが，短命種の密度はそれ以前か

ら低密度が維持されていたことが明らかとなった。 
貧酸素化が顕著であった 2011 年と 2012 年 8 月のヒレグロは，貧酸素環境でも比較的高

い栄養状態を示した。また，溶存酸素濃度が 2.5 ml/l 未満の場合にヨコエビ亜目に対する摂

餌強度が高かった。これらは貧酸素水によりヨコエビ亜目が堆積物中から海底表面に露出

し，捕食されやすくなったことで，ヒレグロの餌利用度が向上したためと考えられた。し

かし，近年のヒレグロの栄養状態は 1980 年代ほど良好ではなかった。近年溶存酸素濃度が

低下していることから，湾内はヒレグロにとって不安定な生息環境であると考えられた。 
1995～1997 年の貧酸素を経験した 1995 年級群は，2～4 歳時（およそ 200 mm 以下）に

小型，低成長率で，肥満度も低かった。一方，2003～2008 年級群は大型，高成長率で高い

肥満度を示した。1995 年級群の全長 200 mm 以下のアカガレイはアミ目を主に摂餌したが，

2003～2008年級群は体盤径が9 mm未満の小型のクモヒトデ類Ophiura spp.を主に摂餌した。

環境中の小型 Ophiura spp.の密度は，2002，2003 年よりも 2007，2011 年に高かったことか

ら，小型 Ophiura spp.が加入に成功して高密度化したことにより，この餌を捕食しやすくな

ったためと推定した。 
アカガレイを除く常住性の底生魚類の密度と生物量は，溶存酸素濃度が低いほど低下し，

一旦貧酸素水が発生すると，これらの底生魚類の密度と生物量は数年間にわたって低いま

まであった。さらに，これらはアカガレイの密度が高いほど密度と生物量は低かったこと

から，アカガレイの豊度増加による抑制効果も働いていたと考えられた。アカガレイはタ

ウエガジ科を捕食するため，アカガレイの豊度の増減は捕食を通じて，これらの種の豊度

にも影響を及ぼす。さらに，餌をめぐる種間競争の激化も考えられた。近年の噴火湾は貧

酸素水が発生し，アカガレイの豊度が高水準であるため，その他の底生魚類にとって密度，

生物量を維持する上で十分な環境とはいえないものと判定した。さらに溶存酸素濃度が低

下した場合，アカガレイやヒレグロも個体群を維持しにくくなるものと予想した。 
噴火湾の魚類資源を持続的に利用していくためには，魚種による貧酸素水に対する耐性

の相違を考慮した資源管理方策を検討する必要があり，さらに，漁業生産を高位に維持し

つつ，貧酸素水が発生しにくい環境へ改善し，経済性に配慮した総合的な改善への指針お

よび計画を早急に立案する必要があることを提言した。 
本研究は，北海道噴火湾の重要な水産資源である底生魚類について，生物測定と環境計

測の解析により，早急にその保全の必要性を提言したものであり，底生魚類の持続的利用

に資する研究とした高く評価される。審査員一同は，申請者が博士（水産科学）の学位を

授与される資格のあるものと判定した。 
 


